
別表　環境への負荷の自己チェック表

○ 事業活動に伴う環境負荷について、本チェック表（Excelファイル）を基に把握してください。

○ 環境負荷のうち、二酸化炭素排出量（エネルギー使用量）、廃棄物排出量、水使用量、化学物質使用量は必ず把握してください。

　また、エネルギー使用量料金、廃棄物排出量処理費用等についても入力し、どの程度のコストがかかっているかを把握してください。

○ 本チェック表は、以下の10シートから構成されています。「入力の手順等」を参考に数値、項目名、単位等を入力してください。

・ 入力の手順等（本シート）

・ 1.事業規模（事業の規模）

・ 2.取りまとめ表（二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量、化学物質使用量を一表に取りまとめる表）

・ 3.エネルギー（エネルギー使用量）

・ 4.一般廃棄物（一般廃棄物排出量等）

・ 5.産業廃棄物（産業廃棄物排出量等）

・ 6.水（水使用量及び総排水量）

・ 7.化学物質（化学物質使用量）

・ 8.資源（資源使用量）

・ 9.製品（総製品生産量または販売量）

＜入力の手順等＞
①　環境負荷を把握する期間（年は西暦）を入力してください。1年間の環境負荷データを入力できます。入力した期間は、2～7の各シートの青色のセルに自動で入力されます。

開始年月：  年  月

終了年月：  年  月

※原則として1年間の環境負荷データを入力しますが、1年未満の期間で入力することもできます。

②　各シートのセルに数値、項目名、単位等を入力してください。既に入力されている単位については、必要に応じて変更してください。

黄のセル は、自動で合計値等が入力され、「2.取りまとめ表」に自動で入力されます。

③　各シートで行、列の挿入や削除をすると、青色及び黄色のセルに設定している計算式等がずれることがあります。



1. 事業の規模

○ エネルギー使用量等の環境負荷の総量のデータを原単位で把握するために用います。

指標 単位

従業員数 人

売上高 万円

床面積 m2

生産高 万円

生産量 t

運搬量 t

運送距離 km

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

対　象　期　間

（　　年　　月～　　年　　月）（　　年　　月～　　年　　月）（　　年　　月～　　年　　月） （　　年　　月～　　年　　月）（　　年　　月～　　年　　月）



2. 環境への負荷の状況（取りまとめ表）
○ 本取りまとめ表は、「3.エネルギー使用量」「4.一般廃棄物排出量」「5.産業廃棄物排出量」「6.水使用量」「7.化学物質使用量」を一表に取りまとめたもので、各表の黄色のセルの合計値が自動で入力されるよう設定しています。

　（黄色のセルは自動で入力されます）

○ 「環境負荷の要因となる主な活動・設備等」については、できる限り具体的に書いてください。

○ 太枠内に前年度や基準年度等のデータを入力することにより、取組の効果等を評価することができます。

料金（円） CO2排出量（kg-CO2) 割合 環境負荷の要因となる主な活動・設備等（具体的に） 料金（円） CO2排出量（kg-CO2) 割合 料金（円） CO2排出量（kg-CO2) 割合

電力1 kWh

電力2 kWh

電力3 kWh

電力4 kWh

電力5 kWh

ガソリン L

軽油 L

灯油 L

A重油 L

都市ガス Nm3

液化石油ガス（LPG） kg

液化天然ガス（LNG） kg

合計（エネルギー）

kg

kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

上水 m3

工業用水 m3

地下水 m3

量

一般廃棄物総排出量

産業廃棄物総排出量

産業廃棄物（特別管理）総排出量

量

　（　　　年　　月 ～ 　　年　　月） 　（　　　年　　月 ～ 　　年　　月）

量

 ～ 

化学物質

使用量

エネルギー

使用量

水使用量



3. エネルギー使用量

○ 電力使用量、各種エネルギー使用量等を入力してください。

○ 「月平均」は自動で計算されますが、1年（12ヶ月）のデータ入力を前提に計算式を設定していますので、環境負荷を把握する期間が1年未満の場合は、必要に応じて計算式を変更してください。

（1）電力

○ 購入電力は「電力1」～「電力3」の表を、自家発電は「電力4」～「電力5」の表を使用して、それぞれ入力してください。

＜購入電力＞

・「購入電力先」の欄には電気事業者名を入力してください。

・「排出係数」の欄には当該電気事業者の調整後排出係数を入力してください。

＜自家発電＞

・「設備名」の欄には発電機、太陽光発電等の設備名を入力してください。

・自家発電で化石燃料を使用した場合、その使用量等は「（2）化石燃料」の表で把握してください。

①電力1

購入電力先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 合計 月平均

kWh

円

kg-CO2

②電力2

購入電力先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 合計 月平均

kWh

円

kg-CO2

③電力3

購入電力先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 合計 月平均

kWh

円

kg-CO2

④電力4

設備名：

単位 合計 月平均

kWh

⑤電力5

設備名：

単位 合計 月平均

kWh

CO2排出量

使用量

料金

CO2排出量

項目

使用量

使用量

料金

項目

項目

項目

使用量

使用量

料金

CO2排出量

項目



（2）化石燃料

○ ①～⑦に該当しない項目で大量に使用しているエネルギーがある場合には、⑨以降の表に入力してください。

○ 排出係数は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省／経済産業省）を参照し、入力してください。

①ガソリン

単位発熱量： MJ/L 排出係数： kg-C/MJ

単位 合計 月平均

L

円

kg-CO2

②軽油

単位発熱量： MJ/L 排出係数： kg-C/MJ

単位 合計 月平均

L

円

kg-CO2

③灯油

単位発熱量： MJ/L 排出係数： kg-C/MJ

単位 合計 月平均

L

円

kg-CO2

④A重油

単位発熱量： MJ/L 排出係数： kg-C/MJ

単位 合計 月平均

L

円

kg-CO2

⑤都市ガス

単位発熱量： MJ/Nｍ3 排出係数： kg-C/MJ

単位 合計 月平均

Nm3

円

kg-CO2

料金

項目

項目

使用量

CO2排出量

項目

使用量

項目

料金

CO2排出量

料金

CO2排出量

使用量

料金

CO2排出量

使用量

料金

項目

使用量

CO2排出量



⑥液化石油ガス（LPG）

単位発熱量： MJ/kg 排出係数： kg-C/MJ

単位 合計 月平均

kg

円

kg-CO2

※液化石油ガス（LPG）の使用量を気体（ｍ3）で把握している場合については「1ｍ3＝2.07kg」として換算してください。

⑦液化天然ガス（LNG）

単位発熱量： MJ/kg 排出係数： kg-C/MJ

単位 合計 月平均

kg

円

kg-CO2

⑧その他1

単位発熱量： 排出係数：

単位 合計 月平均

円

kg-CO2

⑨その他2

単位発熱量： 排出係数：

単位 合計 月平均

円

kg-CO2

⑩その他3

単位発熱量： 排出係数：

単位 合計 月平均

円

kg-CO2

⑪その他4

単位発熱量： 排出係数：

単位 合計 月平均

円

kg-CO2

項目

項目

項目

項目

CO2排出量

使用量

料金

料金

使用量

料金

CO2排出量

使用量

使用量

CO2排出量

項目

CO2排出量

使用量

料金

CO2排出量

使用量

料金

料金

項目

CO2排出量



4. 一般廃棄物排出量等

○ 「内訳」については、上段に廃棄物の種類（可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等）を、下段の括弧内には当該地方公共団体等における処理方法等（焼却、最終処分（埋立）、再資源化等）を、それぞれ入力してください。

○ 「処理費用」について、再資源化のために有価物として売却している場合は、金額をマイナスで入力してください。

○ 「特別管理一般廃棄物」は、病院及び診療所等から排出される感染性廃棄物、エアコン・テレビ・電子レンジに含まれるPCBを使用した部品等の廃棄物処理法施行令第１条に定められている一般廃棄物が該当します。

（1）一般廃棄物

内訳 単位 合計

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

総排出量 kg

円

（2）一般廃棄物（特別管理）

内訳 単位 合計

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

総排出量 kg

円

合計

処理費用

合計
処理費用

項目

処理費用

処理費用

処理費用

処理費用

処理費用

項目

処理費用

処理費用

処理費用



5. 産業廃棄物排出量等

○ 内訳には、廃棄物の種類を入力してください。

○ 処理費用には、収集運搬及び処分に関わる費用の合計を入力してください。

○ 処理費用について、再資源化のために有価物として売却している場合は、金額をマイナスで入力してください。

（1）産業廃棄物

内訳 単位 合計

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

総排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

（2）産業廃棄物（特別管理）

内訳 単位 合計

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

総排出量 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

処理費用 円

合計

項目

合計

項目



6. 水使用量及び総排水量

（1）水使用量

○ 製品の生産において原材料等として投入される水は、「8.資源使用量」で把握してください。

○ サイト内で循環的に利用している水は、使用量に含めないでください。

内訳 単位 合計

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

（2）総排水量

内訳 単位 合計

排水量 m3

料金 円

排水量 m3

料金 円

排水量 m3

料金 円

排水量 m3

料金 円

排水量 m3

料金 円

排水量 m3

料金 円

総排水量 m3

料金 円
合計

下水道

公共用

水域

種類

海域

河川

湖沼

合計

種類

上水

工業用水

地下水



7. 化学物質使用量
○ 把握する化学物質は、原則としてPRTR制度対象物質とします。

○ 製造、加工、修理等の工程、及び原材料等で化学物質を使用する事業者においては、使用する化学物質の量を把握します。

　また、製造、加工、修理等の工程、及び原材料等で化学物質を含む製品を使用する事業者においては、製品に含まれる化学物質の使用量を把握します。

○ 原材料以外の化学物質を含む主な製品としては、洗浄剤、インク、グリス、塗料等です。

○ 製品における化学物質の含有率は、対象となる製品の容器に記載された成分表をもとに把握できます。

　成分表が記載されていない場合は、製造元や卸売業者、小売業者にSDS（安全データシート）を請求し、含有率を把握してください。

○ 年間使用量は、期首保管量に年間購入量を加えた量から期末保管量を差し引いたものとなります。

　保管量の把握が難しい場合は購入量で把握してください。

単位 年間購入量（A) 期首保管量（B） 期末保管量（C） 年間使用量（A+B-C）

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg

購入量 kg
含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg
含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg
含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg

含有PRTR制度対象物質名

製品名／化学物質の種類

購入量

含有量

kg

kg



8. 資源使用量

○ 資源使用量は、右の四角囲いの例を参考に、主要な物質を把握してください。

○ 製品の製造において原材料等として使用される水や石油等は、資源使用量として把握してください。

○ 資源使用量を把握するのが困難な場合には、総製品生産量または総商品販売量に廃棄物排出量を足し合わせて算出することもできます。

単位 使用量 備考（保管量等）

対象期間（　　年　　月　～　　年　　月）

資源の種類

○資源の種類 

・金属（鉄、アルミ、銅、鉛等） 

・プラスチック（種類ごと） 

・ゴム 

・セメント 

・ガラス 

・木材 

・紙（用紙も含む） 

・農産物 

・水  等 

 

○使用時の状態 

・部品、半製品、製品、商品 

・原材料、補助材料、容器包装材  等 

○資源の種類 

・金属（鉄、アルミ、銅、鉛等） 

・プラスチック（種類ごと） 

・ゴム 

・セメント 

・ガラス 

・木材 

・紙（用紙も含む） 

・農産物 

・水  等 

 

○使用時の状態 

・部品、半製品、製品、商品 

・原材料、補助材料、容器包装材  等 



9. 総製品生産量または販売量

○ 製品等の生産量または販売量を把握してください。

単位 生産・販売量

t

t

t

t

t

重量合計 t

対象期間（　　年　　月　～　　年　　月）

製品名等

重

量

重

量

以

外

製

品

・

商

品


